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研究成果の概要（和文）：本研究では、SNSにおいて、類似の傾向を持つユーザーの集まりを「コミュニティ」
と定義し、類似のコミュニティが類似した用語を用いるという仮定のもと、コミュニティ抽出と用語抽出を並行
して行う手法についての研究を行った。具体的には、マイクロブログからランダムサンプリングされたプロフィ
ールと発言のペアから、単語の共起関係を取得するシステムの作成や、単語分散表現ベクトルの学習において、
プロフィール中の単語と本文中の単語の共起関係を反映した学習を行うモデルの提案を行った。

研究成果の概要（英文）：We studied a method for extracting communities (i.e., the users that have 
similar characteristics) and the terms used in the communities simultaneously, based on the 
assumption that similar communities use similar terms. We focus on the profiles written by the users
 on Twitter, and we developed a system that extract the frequently-used terms by the users with the 
profiles that include the given query word. We also developed a method for word distributed 
representations that reflect the co-occurrence of the words in profiles and tweets, and cluster 
users and tweets based on the learned vector representation.

研究分野： 自然言語処理
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究提案では、WWW 上の「コミュニテ

ィ抽出」と、そのコミュニティに関する「用
語抽出」を同時に行う手法の研究を行う。 
 ユーザーが興味のある事柄について調べ
るとき、関連するキーワードを用いて WWW
文書を検索し、知識を得ることが一般的とな
ってきている。しかしながら、WWW 上の文
書は、様々な思想や趣味を持つ記述者によっ
て記述されており、記述者の立場によって、
書かれている内容（視点）も異なっているこ
とが普通である。このような記述者の立場や
視点を把握することは、メディアリテラシー
の観点から重要であるが、そのような判断を、
一つの文書を短時間見ただけで行うことは
容易ではない。 
一方、近年、Twitter や facebook をはじめ

とするソーシャルネットワーキングサービ
ス（SNS）の普及により、同一の分野に属す
る人物同士のコミュニティ（クラスタ）が
WWW 上で形成されている。WWW 上の発言
や文書が、どのようなコミュニティに属する
ユーザーに記述されているかを知ることに
より、例えば、あるテーマについて、特定の
観点からではなく、多様なコミュニティ（観
点）からの考え方を得ることに役立つ。 

SNS ユーザーのコミュニティ抽出に関し
ては、国内外でこれまで様々な研究が行われ
ている。これらコミュニティ抽出技術を用い
ることで、SNS 上の発言に関しては、発言者
の属するコミュニティを発見することがで
きる。しかしながら、そのコミュニティがど
のような性質を持っているのかは、コミュニ
ティの所属者の発言をより詳細に読む必要
がある。さらに、WWW 上では、HTML 文
書、SNS 上の発言、blog の文書、テキスト
ファイル等、様々な種類の電子テキストが存
在し、それぞれの形態がそれぞれの特徴を持
ち活用されている。このため、特定の形態に
依らない解析手法が、偏りのない視点を得る
ためには不可欠であるが、SNS 以外のテキス
トについては、上記のコミュニティ発見手法
の適用は難しい。 
これに対し、本研究提案では、用語を抽出

することによる、コミュニティの性質の簡潔
な要約、および、抽出された用語を利用する
ことによる、SNS に限らない文書を対象とし
たコミュニティ抽出を目標とする。 
単語よりも長い複合語や、分野特有の言い

回しは、単なる単語と比べ、分野特定力が強
いことが期待できる。クラスタリングによる
コミュニティ抽出と、特徴文字列抽出技術を
組み合わせることにより、「同姓同名人物に
限らない、同一分野に属する人物のまとまり
の抽出」及び、「単語に限らない、クラスタ
特有の文字列、およびその類義語の抽出」を
実現することができると考え、本研究提案の
着想に至った。 
 
２．研究の目的 

WWW 上の文書の内容から類似するユー
ザーをまとめる「コミュニティ抽出」を、各
コミュニティで良く使われる用語を体系的
にまとめた「用語抽出」と並列に行うための
手法について研究を行う。既存研究では主に
ＳＮＳのリンク構造を中心に研究されてき
たコミュニティ抽出を、文字列抽出を介する
ことにより、一般の文書でも可能とする。ま
た、従来手法では主に単語に限定されていた
「コミュニティに特徴的な表現の抽出」を、
複合語等の、多様な文字列表現に対応させる
ため、専門用語抽出手法を組み合わせた新た
な手法を提案する。 
ある分野の文書を選択するために、WWW

上の全文書を調べ分類することは極めて困
難であるが、「特徴的な文字列」を手掛かり
とすることにより、将来的には、Web 検索、
SNS 検索等、既存の検索サービスを利用し、
分野に属する文書を網羅的に取得すること
が可能になる。 
 
３．研究の方法 
研究タスクをコミュニティ発見・用語抽出

と、関連語抽出に切り分け、それぞれについ
て研究を行う。Twitter のデータに関しては、
公式に提供されている API を用い、データを
収集する。 
（１）コミュニティと用語の同時発見に関す
る研究： 
本研究提案では、一方にコミュニティのク

ラスタをモデル化し、もう一方にコミュニテ
ィを識別する特徴をモデル化したモデルを
用いる。これにより、本研究提案のモデルで
は、単語、複合語、固有名詞を「特徴文字列」
として統一的に扱う。特に、SNS 上で高頻度
で記述される、ユーザーの公開プロフィール
情報を手がかりとして、コニュニティ抽出を
試みる。具体的には、プロフィール中に出現
する単語と、本文中に出現する単語の共起関
係を計算し、「この単語をプロフィールに記
述するユーザーは、この単語を発言しやす
い」「この単語を発言するユーザーは、この
単語をプロフィールに記述しやすい」といっ
た関係をマイニングする。また、単語に限ら
ない、任意の文字列でこのような共起関係を
取得する手法についても研究を行う。提案者
は、これまで、単語単位に限らない特徴文字
列抽出に関する研究を行ってきており、この
技術を応用する。 
また、単純な共起関係のみならず、近年研

究の盛んな単語分散表現に関しも研究を行
う。すなわち、単語ベクトルの学習において、
プロフィール中の単語と本文中の単語の共
起関係を反映した新たな学習方法について
研究を行う。 
（２）シソーラス構築に関する研究： 
発見された特徴文字列どうしを関連付け

る、あるいは、新たな関連文字列を発見する
手法を開発する。提案手法では、単語抽出に
依らない特徴量として、通常の単語に加え、



「単語切り分けを必要としない文脈抽出」
「数値情報を文脈として抽出」等を有力な特
徴量として用いる。 
 特に、専門的な話題においては、特徴的な
文字列には、数値的表現が含まれることが多
い。（例：（ＣＰＵクロック）「3GHz」（赤字）
「700 億円」等）しかしながら、数値的表現
は、値の表記ゆれ（漢数字、カンマの有無、
等）や、値そのものの揺れ（3.1GHz を 3GHz
と表記、等）が通常の専門用語より多いため、
数値を表現するための適切な手法を研究す
ることで、この問題に対処する。 
（３）抽出クラスタ提示システム構築： 
コミュニティと用語だけでなく、関連する

文書を簡潔に表示する要約モジュールを開
発する。実際にユーザーの入力した検索語か
ら、コミュニティと関連文書を取得し、用語
リストをリアルタイムに構築するシステム
の実装を行う。検索システムを実装すること
によって、処理速度等、実装に関する問題を
明らかにすることができる。特に処理速度に
関して、リアルタイム性を維持するためのデ
ータ構造等について検討を行う。 
 
４．研究成果  
（１）コミュニティ抽出： 
Twitter を対象に、ランダムサンプリング

で、プロフィール文字列と発言文字列のペア
を取得する方針での収集を行った。収集した
コーパスのサーベイを行った結果、プロフィ
ール文字列が、ユーザーの特性を取得するの
に極めて有効であるという見通しを得た。ま
た、プロフィール文字列における特定のキー
ワードの有無を区別することで、プロフィー
ルの違いによって異なる抽出文字列を得る
ことができ、これが、対義語等の取得に有用
であることを確認した。 
コミュニティ抽出については、この、発言

者のプロフィール情報を手がかりとした手
法を発展させ、コミュニティを「視点」とし
て捉え、発言者の視点を分類する手法を提案
した。 
具体的には、単語分散表現の獲得において、

プロフィール欄に記述された単語と、本文中
に記述された単語を別々のベクトルで表現
することで、より視点抽出に効果的なベクト
ルを獲得するための手法を開発した。実際に、
いくつかのクエリにおいて、複数の視点が得
られることを確認し、提案手法の精度を測定
した。 
また、具体的なコミュニティ抽出の一例と

して、音楽アーティストのファンを対象に、
プロフィール中に共起するアーティスト名
を取得することでアーティスト推薦を行う
手法についても研究を行った。その他、ジオ
タグの付与された発言を対象に、発言者の所
在地をコミュニティの一種と考え、発言者の
位置に特徴的な文字列の発見と、特徴的な文
字列を得られる地理的な境界を交互に取得
する手法について研究を行った。 

（２）用語抽出： 
Twitter の API を用いたコーパス取得につ

いて、指定したアカウントから発言ログを取
得するシステムを開発し、実際にいくつかの
アカウントでログを取得した。各アカウント
のログから、用語の抽出を行うためのアルゴ
リズムを開発し、用語抽出を行った。 
また、用語抽出アルゴリズムの改良を行っ

た。用語抽出の中間計算結果の保存手法を改
良することで、厳密かつ省メモリで計算を行
えるようになったほか、処理も高速化された。
これにより、中間結果を用いて動的に用語候
補スコアを更新することが可能になり、結果
として、すでに抽出された用語をその後回避
することで、より精度の高い用語リストを得
られるようになった。また、この応用として、
クエリ文字列に関連する用語を動的に取得
する、高速な関連文字列抽出手法を実装し、
実際に妥当な文字列が得られることを確認
した。 
（３）関連語抽出： 
抽出された文字列を用いて文書を検索し、

関連するツイート（発言）からなる部分集合
を形成し、そこからあらためて用語抽出を行
うことで、各用語の関連語を取得するための
アルゴリズムを開発した。実データに適用し
たところ、ある程度の関連語を取得できるほ
か、元の用語が不完全な文字列だった場合に
これを補完する効果もあることが確認でき
た。 
また、その他、文字列を対象とした分散表

現獲得の可能性についても検討を行い、文字
列対象でもある程度妥当な分散表現を得る
ことが可能であるという知見が得られた。 
（４）数値文字列の表現： 
数値文字列の表現に関しては、有効数字の

概念を用いた抽象化手法と、数値範囲を設定
し量子化する手法の両者について開発を行
い、それぞれの特性を比較した結果、用途に
応じた使い分けが必要であるという知見を
得た。 
また、数値文字列を分散表現により表現す

る手法の研究を行った。桁数と有効数字を用
いた文字列化の手法と、数値を連続値として
捉え、動的に文脈ベクトルを取得できる手法
の両者を検討し、それぞれの手法である程度
妥当な文脈が取得できることを確認した。 

 

図１：発言クラスタと、対応するプロフィー
ル単語クラスタの俯瞰システム 



（５）システム実装： 
抽出結果を俯瞰するためのシステムの実

装を行った。具体的には、異なる視点からの
発言どうしを同一のクラスタにまとめ、プロ
フィール中の単語クラスタ及び発言クラス
タを効率的に一覧するためのシステムを実
装した。（図１） 
 
（６）その他の研究成果： 
そのほか、Twitter データのマイニングに

対する文字列抽出とは別の方向性として、ト
ピックモデルによる俗語の分析、アカウント
の性格推定、特定分野を対象としたツイート
（発言）のカテゴリ分類に関する研究も行っ
た。また、テキスト中の数値表現の取り扱い
に関して、その意味付けを行うための知識を、
Wikipedia 上の表形式を利用して学習するア
ルゴリズムを開発した。 
その他、顔文字の分類に関する研究及び、

動画投稿サイトのコメントに使われる用語
に関する研究も行った。また、用語抽出に関
して、単語分散表現を利用した類義語検索に
おいて、従来の検索を高速化するための手法
についても研究を行った。 
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